
第2四半期連結決算の概要、重点施策の進捗状況、通期の業績⾒通し
についてご説明します。





全体のポイントをご説明します。

第2四半期の業績は、上期の売上としては過去最⾼を記録、営業利益
は前年同期に⽐べ5割増となりました。
これは、通信モジュール向け半導体が好調だったことに加え、中期
施策として取り組んでいる「ベースビジネスの拡⼤」や「⾃動⾞市
場の深耕」、「新規商材の開発」が順調に進んでいることによるも
のです。
2016年3⽉期通期の⾒通しについては、売上⾼で過去最⾼の2,840
億円を⾒込んでおります。⼀⽅、利益については中国の景気減速の
影響を織り込み、期初計画を据え置きました。



第2四半期の決算概要についてご説明します。





第2四半期決算についてご説明いたします。

連結売上⾼は、前年同期に⽐べ19.9％増の1,478億円になりました
。
売上総利益は、売上増に伴い、9.6%増の89億円となりました。
販管費については、持分法適⽤会社であった池⽥医療電機を⼦会社
化したことにより、⼈件費・経費が増加しました。
その結果、営業利益は53.3%増の14億円になりました。
経常利益は、為替差損が4億円減少した結果、162.6%増の14億円に
なりました。
また、バランスシートのスリム化を⽬的に投資⽤不動産や社宅・保
養所などの資産売却を進めた結果、特別利益6億9千万円、特別損失7
億5千万円を計上し、四半期純利益は8億円となりました。



売上の増減要因についてご説明します。

まず、デバイス事業の売上ですが、前年同期⽐20.5％増の1,295億
円となりました。
⼀番伸びが⼤きかったのは特定⽤途ICでした。通信モジュール向け
やプロジェクタ向けのICが好調でした。
アナログICは⾃動⾞・通信モジュール向けが増加しました。
⼀⽅、カスタムICは⺠⽣機器向けが市場の減速により減少し、メモ
リーICもノートPC向けDRAMが減少しました。



⽤途別では、⺠⽣機器を除き、各分野が伸びました。

構成⽐で⾒ますと、⺠⽣機器が5%低下し、その分通信機器の構成⽐
が伸⻑しました。



システム事業の売上は、前年同期⽐15.9％増の182億円となりまし
た。

全体で25億円伸びましたが、主な要因は、医⽤機器で池⽥医療電機
を⼦会社化したことによる増加です。
また、レーザ機器も、レーザマーカー向け半導体レーザやネットワ
ーク機器が増加しました。
航空宇宙機器でも、⼈⼯衛星⽤部品が増加しました。



経常利益の増減要因についてご説明します。

売上総利益は、売上の増加に伴い前年同期に⽐べ7億円増加し89億円
となりました。
販管費は、持分法適⽤会社の⼦会社化と売上増に伴う販売経費の増
加により2億円増加しました。
為替差損は前年同期の4億5千万円から5千万円に減少しました。
以上の結果、経常利益は14億9千万円となりました。



貸借対照表の主要科⽬についてご説明します。

総資産は、前年度末に⽐べ47億円の減少となりました。
これは、主に棚卸資産が⼀時的に増加した⼀⽅で、現預⾦や保有不
動産が減少したことによるものです。
棚卸資産は⾦額的には増加しておりますが、⽉商の1.3か⽉分であり
、適正⽔準を維持しております。
負債は、短期借⼊⾦の減少により、前年度末に⽐べ50億円減少しま
した。
純資産については、3億円増加の466億円になりました。



キャッシュフローは、当上期の営業キャッシュフローが、13億円の
資⾦の流出となりました。
これは主に、半導体在庫の⼀時的な増加によるものです。
投資キャッシュフローは、投資不動産の売却により5億円の流⼊とな
り、この結果、フリーキャッシュフローはマイナス7億円になりまし
た。
財務キャッシュフローは、短期借⼊⾦の返済により、67億円の資⾦
の流出となりました。
以上の結果、現⾦及び現⾦同等物の期末残⾼は140億円となりました
。



中期経営計画の概要と上期の進捗についてご説明します。



ご存知の通り、半導体メーカーは国内外のM&Aが進展しており、国
内電⼦機器メーカーも事業再編の⼤きな波がやってきています。
当社は、この様な構造変化をチャンスと捉え、攻めの経営を推進す
ることで、持続的な成⻑が図れる筋⾁質な企業の実現を⽬指してお
ります。
Think & Action、略して「T&A」をスローガンに、デバイス事業で
は4つ、システム事業では3つのT&Aを重点施策として推進し、2017
年3⽉期に連結経常利益60億円の達成を図る計画です。



デバイス事業の戦略をご説明します。

1点⽬の「ベースビジネスの拡⼤」では、社内体制の強化に取り組ん
でいます。
SFAによる案件管理や仕⼊先メーカーとの戦略の共有化を図ったKPI
の導⼊、FAEの増強など技術サポート体制の整備に取り組み、アプリ
ケーション提案⼒の強化を進めております。



2点⽬の「成⻑市場への対応強化」では、「通信」「⾃動⾞」「産業
機器」「医療機器」の4つの成⻑市場をターゲットとし、取り組みを
進めています。



3点⽬の「新規商材の開発推進」に関しては、⽶国、台湾、中国の最
新技術をもったサプライヤを常に50社以上をリストアップして、ビ
ジネスのシーズを追いかけています。
ご覧の様なサプライヤで取組みを推進しています。



4点⽬の「グローバル対応の強化」については、当社の⼀番の強みだ
と考えています。
海外事業を担う丸⽂アローでは、メガディストリビュータのアロー
エレクトロニクス社の持つ豊富な商材、グローバルな販売ネットワ
ークや情報・物流インフラを活⽤した、⽇系顧客への海外サポート
を強化しています。
この強みを活かし、昨年度はインドネシアとメキシコに拠点を新設
しました。



システム事業のT&Aについてご説明します。

システム事業では、「マーケットインとカスタマーインの発想」で
、お客様ごとに対応できるサービスを展開しています。
1点⽬の「エンジニアリングサービスの拡充」については、装置の保
守・メンテナンスで培った経験や技術をもとに、機器の校正サービ
スやアップグレードサービスなど、より充実したサービスの提供に
取り組んでいます。
2点⽬の「システムインテグレーション強化」では、導⼊される装置
のカスタマイズに対応し、お客様のニーズに対応した⾼付加価値サ
ービスの開発を進めています。
また3点⽬の「商品ラインナップの増強」では、各分野でより競争⼒
の⾼い製品の拡充に取り組み、ビジネス規模の拡⼤を図っています
。



ご説明したデバイス事業のＴ＆Ａ、システム事業のＴ＆Ａについて
、この上期の進捗状況をご説明します。



デバイス事業で掲げた「成⻑市場への対応強化」ですが、「⾃動⾞
向け」及び「通信向け」についてご説明します。

「⾛る電⼦機器」とも呼ばれる⾃動⾞向けの半導体・電⼦部品の売
上は上期も⾮常に好調に推移しました。
また、⾃動⾞業界が現在研究・開発を進めている⾃動運転システム
（ＡＤＡＳ）においては、当社が得意とするヘッドアップディスプ
レイや画像認識技術をもとにした「丸⽂ならではの対応⼒」に評価
を頂いております。

続いて「通信向け」ですが、特にＩｏＴ分野での引き合いが伸びて
おります。これには、各種センサやマイコン、通信モジュール、デ
ィスプレイなどを搭載したオリジナル評価ボードの開発に成功した
ことが寄与しております。



「ベースビジネスの拡⼤」では、メーカー出⾝エンジニアの採⽤や
ソフトウエアエンジニアの育成、デジタル／アナログエンジニアの
融合、そして、社内教育や技術資料の充実を積極的に⾏ったことが
要因として挙げられると考えております。
営業と技術サポートが⼀体となって、顧客にソリューション提案を
⾏い、また、顧客のもとでのトレーニングや展⽰会も実施して参り
ました。
その結果、仕⼊先メーカーから各社製品のExpertとして表彰される
ケースが増加するとともに、顧客が開発に取り組んでいるプロジェ
クト案件の新規発掘数もご覧のとおり順調にその数が増加しており
ます。
新規案件の発掘が将来的な売上に繋がることから、今後の事業拡⼤
に繋がっていくと期待しております。



「新規商材の開発推進」に関する取り組みのトピックをご紹介し
ます。

⽶国のファブレス・ベンチャー企業のＦＩＮｓｉｘ社と代理店契
約を締結するとともに、資本参加しました。
同社は⾼速スイッチング技術をベースとした電源システムのメー
カーで、PC⽤電源アダプターであれば従来の4分の1の⼤きさに⼩
型化する⾰新的な技術を保有しております。
この技術は、PCに限らずTV、ゲーム機、OA機器や⾃動⾞など電
源を使う多くの機器に応⽤することが可能で、既に多くの電⼦機
器メーカーから引き合いを頂いております。
事業の早期⽴ち上げをサポートし、スピード感を持って、この製
品・技術の上市に努めたいと考えております。
また、太陽光パネル分野で、今までの対象は、「ＳＯＬＡＲ営農
」という製品名のとおり、農地向けが中⼼でしたが、住宅⽤にも
参⼊し、品揃えにつきましても、国産パネルの取り扱いを開始す
るなどバリュエーションを拡充いたしました。

新規商材の売上⾼ですが、⼀昨年度は30億円、昨年度は約60億円
でした。今期については80~100億円を⾒込んでいます。



システム事業では、「医⽤機器」の売上が拡⼤するとともに、「レ
ーザ機器」や「試験計測機器」のビジネスが順調に推移しています
。
「医⽤機器」はビジネス地域の拡⼤が進んでいます。これまでの当
社医⽤機器事業は北陸３県が中⼼であったのですが、現在は、東京
、甲信越、そして、池⽥医療電機を4⽉から⼦会社化したことで新潟
県もその範囲に⼊りました。
販売エリアを拡⼤するとともに、設備やシステムの導⼊⽀援、稼働
後の保守・メンテナンスなど独⾃の付加価値を提供しており、仕⼊
先からも⾼い評価を頂いております。
「レーザ機器」では半導体レーザやLED光源の販売を推進しました
。マーキング装置向けの半導体レーザのビジネスは⼤変好調に推移
し、また国内メーカーが⾼いシェアを持つ内視鏡向けにLEDの品揃
えを増強し、光源がランプからLEDに移⾏するタイミングを捉えて
提案活動を展開しています。
「試験計測機器」では、スマートフォン関連の設備投資に注⼒し、
国内メーカーが競争⼒を持つ電⼦部品向けに組⽴検査装置やウエハ
検査装置の拡販に取り組み、⾜元では⼤型案件の引合い・受注をい
ただいております。



重点施策に基づく今年度通期の⾒通しについてご説明します。





売上⾼は前年度に⽐べて103億円増の2,840億円の⾒込みです。
上期は期初計画を上回って着地しましたが、下期は中国の景気減速
の影響が⾒込まれます。
そのため、通期の利益⾒通しは期初計画を据え置きました。



事業セグメント別の売上⾒通しについてですが、デバイス事業は前
年度に⽐べ25億円増の2,370億円を予想しております。

特定⽤途ICは、通信モジュール向けを中⼼に減少を⾒込み、カスタ
ムICは、⺠⽣機器向けでの減少を⾒込んでおります。
⼀⽅で、注⼒している⾃動⾞向けでは、アナログICやマイクロプロ
セッサが増加する⾒通しです。
アナログICは、⾃動⾞や通信インフラ向けの増加を⾒込んでおりま
す。
電⼦部品は、新規ビジネスである太陽光発電パネルやコネクタ・プ
リント基板などの増加を⾒込んでおります。



システム事業は、前年度に⽐べて77億円増の470億円の売上を⾒込
んでおります。

科学機器は減少を⾒込んでおりますが、医⽤機器、レーザ機器、試
験計測機器および航空宇宙機器では増加を⾒込んでおります。



経常利益の増減要因についてご説明します。
売上総利益については、前年度より8億円の増加を⾒込んでおります
。
販管費は、⼦会社化などによる⼈件費や営業活動経費の増加により8
億円増加する⾒通しです。
為替差損は9億円減少する⾒通しです。
以上の結果、6億円増加の45億円の経常利益を予想しています。



株主の皆様への利益還元についてご説明します。

当社は、今期より配当⽅針を改め、連結配当性向30％以上⽬安とし
て配当を決定していくことにいたしました。
今年度は期初の計画通り、中間配当12円、期末配当18円、合わせて
年間で30円を予定しております。
今後とも皆様のご理解とご⽀援をお願い申し上げます。

以上で説明を終わります。
ありがとうございました。



参考情報
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セグメント別業績
15/3⽉期

会社概要

 設⽴ 1947年7⽉

 資本⾦ 62億円

 事業内容 最先端エレクトロニクス
機器・部品の販売

 本社所在地 東京都中央区⽇本橋
⼤伝⾺町8-1

 連結売上⾼ 2,736億円（2015年3⽉期）

 従業員数 1,282⼈

売上⾼
デバイス事業 85.7%
システム事業 14.3%

Copyright © MARUBUN CORPORATION All Rights Reserved.

営業利益
デバイス事業 68.9%
システム事業 31.1%

（2015年9⽉末現在）
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事業の変遷

国内 海外

1844
現本社所在地で呉服問屋「堀越」（屋号「丸⽂」）を創業

2013
北信理化を⼦会社化

1897
呉服問屋を停⽌し、資産管理を⽬的に堀越事務所を設⽴

1947
機械器具、⽇⽤雑貨類の販売と輸出⼊を⽬的に丸⽂株式会社を設⽴

1985
物流機能強化のため、物流センターを設置

1997
東京証券取引所市場第⼆部上場

1952
Rocke International社と代理店契約し、独⾃での⽶国製
機器の輸⼊販売を開始

1968
⽶国駐在事務所を設置

1988
シンガポールに現地法⼈を設⽴

1989
台湾に現地法⼈を設⽴

1994
⾹港に現地法⼈を設⽴

1999
⽶国Arrow Electronics社と折半出資で
Marubun/Arrow USA,LLCを設⽴
1998
⽶国Arrow Electronics社と折半出資で
Marubun/Arrow Asia,Ltd.を設⽴

2001
東京証券取引所市場第⼀部上場

2005
株式取得により、丸⽂セミコンを⼦会社化
神⼾⽀店を分社し、丸⽂ウエストを設⽴
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1965
Texas Instruments社製集積回路を国内で初めて輸⼊販売

1961
⾦沢⽀店を分社し、丸⽂通商を設⽴

2007
フォーサイトテクノを⼦会社化

2001
タイに現地法⼈を設⽴

2006
マレーシアに現地法⼈を設⽴

（2015年10⽉末現在）

2002
フィリピン、上海に現地法⼈を設⽴

2013
深せんに現地法⼈を設⽴

2014
インドネシア、メキシコに現地法⼈を設⽴

34

2015
池⽥医療電機を⼦会社化

中⻑期業績トレンド
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⽇系電⼦機器メーカーへの海外展開サポート推進により海外売上⾼⽐率が増加



国内ネットワーク

丸⽂株式会社
本社(東京都中央区)

丸⽂通商株式会社(本社:⾦沢市)

丸⽂ウエスト株式会社(本社:神⼾市)

株式会社フォーサイトテクノ
(本社:東京都江東区)

丸⽂セミコン株式会社(本社:東京都港区)

南砂テクニカルセンター(東京都江東区)

南砂物流センター(東京都江東区)

東⽇本物流センター(成⽥市)

⼤宮⽀店

⽴川⽀店

⻑野営業所

中部⽀社(名古屋市)

関⻄⽀社(⼤阪市)

宇都宮カーエレクトロニクスオフィス

姫路カーエレクトロニクスオフィス

⼤阪⽀店
名古屋営業所

⾦沢⽀店
富⼭⽀店
福井⽀店
松本⽀店
⻑野営業所

七尾営業所
東京営業所
⽩⼭センター
甲府営業所

九州サテライトオフィス(福岡市)

⽀社、⽀店、営業所
物流センター
関係会社

浜松サテライトオフィス

広島サテライトオフィス

北陸営業所(⽩⼭市)

三島サテライトオフィス
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株式会社北信理化(本社:⻑野市)
松本⽀店
甲府営業所

株式会社池⽥医療電機(本社:新潟市)

（2015年10⽉末現在）
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姫路営業所
四国営業所

グローバル・ネットワーク

丸⽂株式会社 その他Marubun/Arrow USA, LLC. Marubun/Arrow Asia, Ltd.

Marubun/Arrow Shanghai Co., Ltd.
（中国・上海）

Marubun Arrow (Thailand) Co., Ltd 
(タイ・バンコク)

Marubun Semicon (Shanghai) Co., Ltd. 
(中国・上海)

Marubun/Arrow (HK) Ltd. 
(中国・⾹港)

Marubun Arrow (M) SDN BHD.
(マレーシア・ペナン)

Marubun/Arrow (S) Pte Ltd. 
(シンガポール)

中国・⼤連

マレーシア・クアラルンプール

Marubun/Arrow Asia, Ltd.

Marubun/Arrow (Phils) Inc. 
(フィリピン・マニラ)

Marubun/Arrow USA, LLC.
(本社：サンタクララ)

Marubun Taiwan, Inc.
(台湾・台北)

Marubun Semicon (H.K.) Ltd.
(中国・⾹港)

丸⽂株式会社

デンバー

シカゴ

デトロイト

アトランタ

ダラス

サンディエゴ

オレンジカウンティ

Copyright © MARUBUN CORPORATION All Rights Reserved. 37

（2015年10⽉末現在）

Marubun Semicon (S) Pte Ltd. 
(シンガポール)

Marubun/Arrow (Shenzhen) Electronic 
Product Consulting Co.,Ltd. (中国・深セン)

PT. Marubun Arrow Indonesia
(インドネシア・ジャカルタ)

リノ

Marubun USA Corporation

グアダラハラ

Marubun-Arrow Mexico,  
S.de R.L.de C.V.
(本社：メキシコシティ)



 海外サプライヤを中⼼とした豊富な品揃え

 ⽶国アロー社(56ヶ国、460拠点)との提携によるグローバルネットワーク

 ⾼度な技術⼒をもとにしたソリューション提案⼒

 強固な顧客基盤

デバイス事業：特徴と強み
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当社の
機能

仕
⼊
先

顧
客

発注

仕⼊

受注

販売

品揃え

デザイン活動

テクニカルサポート

グローバルサポート

情報収集・
マーケティング

物流管理

デバイス事業
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デバイス事業：グループ会社概要

* Marubun/Arrow USA、Marubun-Arrow Mexicoは持分法適⽤関連会社

Copyright ©  MARUBUN CORPORATION All Rights Reserved.

デバイス事業
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（2015年10⽉末現在）

社  名 住  所 設⽴年⽉ 出費⽐率 事  業  内  容

丸⽂セミコン株式会社 東京都港区 2005年3⽉ 100.0%

Marubun Semicon (Shanghai) Co., Ltd. Shanghai, China 2005年3⽉ 100.0%

Marubun Semicon (H.K.) Ltd. Hong Kong, China 2010年1⽉ 100.0%

Marubun Semicon (S) Pte. Ltd. Alexandra Road, Singapore 2013年11⽉ 100.0%

Marubun USA Corporation California, U.S.A. 1983年10⽉ 100.0% 丸⽂アローUSAの持株会社

Marubun Taiwan, Inc. Taipei, Taiwan 1989年11⽉ 100.0% 台湾製デバイスの仕⼊販売

Marubun/Arrow Asia, Ltd. British Virgin Islands 1998年10⽉ 50.0%
丸⽂アローシンガポール、
丸⽂アロー⾹港の持株会社

Marubun/Arrow (S) Pte Ltd. Anson Road, Singapore 1988年3⽉ 50.0%

Marubun/Arrow (HK) Ltd. Hong Kong, China 1994年8⽉ 50.0%

Marubun Arrow (Thailand) Co., Ltd. Bangkok, Thailand 2000年10⽉ 50.0%

Marubun/Arrow (Phils), Inc. Laguna, Philippines 2001年10⽉ 50.0%

Marubun Arrow (M) SDN BHD Penang, Malaysia 2006年6⽉ 50.0%

Marubun/Arrow (Shanghai) Co., Ltd. Shanghai, China 2002年9⽉ 50.0%

Marubun/Arrow (Shenzhen) Electronic
Product Consulting Co.,Ltd.

Shenzhen, China 2013年6⽉ 50.0%

PT. Marubun Arrow Indonesia Jakarta, Indonesia 2014年4⽉ 50.0%

Marubun/Arrow USA, LLC* Delaware, U.S.A. 1998年11⽉ 50.0%

Marubun-Arrow Mexico, S. de R.L. de C.V.* MexicoCity, MEXICO 2014年9⽉ 50.0%

サムスン電⼦製半導体・電⼦部品の
仕⼊販売

海外進出した⽇系企業への
半導体・電⼦部品の仕⼊販売



デバイス事業：主要取扱い製品（⽤途別）
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デバイス事業

通信機器

44.1%

⺠⽣機器

21.5%

コンピュータ

＆OA

16.6%

⾃動⾞

9.3%

産業機器

その他

8.5%

デバイス事業

⽤途別売上⾼

234,428百万円

15/3⽉期
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通
信

機
器

⺠
⽣

機
器

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

& 
O

A

⾃
動

⾞

産
業

機
器

半導体 
アナログ ● ● ● ● ●

ディスクリート ● ● ● ●

標準ロジックIC ● ● ● ● ●

DRAM ● ● ● ●

フラッシュ ● ● ●

MPU、MCU ● ● ● ● ●

DSP ● ● ● ●

ASSP ● ● ●

ディスプレイ・ドライバ ● ● ● ●

DMD ● ● ● ● ●

LED ● ● ●

カスタムIC ● ● ● ●

電⼦部品  
● ● ● ● ●

有機EL ● ●

● ● ● ●

● ●

⽔晶デバイス
コネクタ・スイッチ・プリント基板

アナログIC

メモリーIC

マイクロ
プロセッサ

特定⽤途IC

液晶パネル

⽤  途

デバイス事業：主要取扱い製品（サプライヤ別）
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デバイス事業
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（

⽶
国

）

Un
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n（
台

湾
）

半導体 
アナログ ● ● ● ● ●

ディスクリート ●

標準ロジックIC ●

DRAM ● ● ●

フラッシュ ● ●

メモリーカード ●

MPU、MCU ● ● ●

DSP ● ● ●

ASSP ● ● ● ● ● ● ●

ディスプレイ・ドライバ ● ● ●

DMD ●

LED ●

カスタムIC ● ● ● ● ● ●

電⼦部品  
●

有機EL ●

●

●

● ●

液晶パネル

⽔晶デバイス
コネクタ・スイッチ
プリント基板

サプライヤ （アルファベット順）

アナログIC

メモリーIC

マイクロ
プロセッサ

特定⽤途IC



 ハイエンド市場で、技術優位性の⾼い電⼦機器・部品を提供

 システム提案から据え付け保守まで、⼀貫した⾼レベルの技術サポート

システム事業：特徴と強み

発注

仕⼊

受注

販売

開発協⼒

技術サポート

コンサルテーション

マーケティング

仕
⼊
先

顧
客

操作トレーニング

システムメンテナンス

リペア

校正

当社グループの機能

システム事業
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システム事業：グループ会社概要
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システム事業

（2015年10⽉末現在）
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社  名 本  社 設⽴年⽉ 出費⽐率 事  業  内  容

丸⽂通商株式会社 ⽯川県⾦沢市 1961年3⽉ 100.0%
医⽤機器、試験計測機器及び
電⼦部品の仕⼊販売

丸⽂ウエスト株式会社 兵庫県神⼾市 2005年5⽉ 100.0% 試験計測機器の仕⼊販売

株式会社 北信理化 ⻑野県⻑野市 1951年11⽉ 100.0% 試験計測機器の仕⼊販売

株式会社 池⽥医療電機 新潟県新潟市 1961年8⽉ 100.0%
医⽤機器などの販売・修理・
メンテナンス

株式会社 フォーサイトテクノ 東京都江東区 1999年3⽉ 51.0%
機器の据付・保守を含めた
エンジニアリングサービス提供



システム事業：主要取扱い製品①
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分野 主要取扱商品 主要仕⼊先

⾼信頼性部品、計測・センサ
Tele Communication Systems、
Plascore、Lavision

航空関連機器、⾼周波電⼦機器 CPI、L3 Communications

検査装置・試験計測器
ボードコンピュータ

アキム、島津製作所、
ARTESYN、ADLINK

製造装置・組⽴装置
セイコーエプソン、
⽇本アビオニクス

科学機器 MOCVD装置、MBE装置 AIXTRON、Riber

半導体レーザ・レーザ加⼯機 nLight、Laserline

ネットワーク・光学部品
Microsemi、Calnex Solutions、
Excelitas Technologies

画像診断機器
シーメンスジャパン、島津製作所、
コニカミノルタヘルスケア

⼈⼯透析機器
⽇機装、旭化成メディカル、
カネカメディックス

医⽤機器

試験計測機器

航空宇宙機器

レーザ機器

システム事業

試験計測機器

37.9%

医⽤機器

37.1%

航空宇宙機器

11.9%

レーザ機器

9.7%

科学機器

3.4%

システム事業

品⽬別売上⾼

百万円

15/3⽉期

39,254
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59,297

70,419

51,263

62,299 65,251 69,117

9,800

12,345

8,962

12,848
13,334

10,38569,096

82,764

60,225

75,147
78,586 79,502

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

15/3⽉期 16/3⽉期

デバイス事業 システム事業

（百万円）（百万円）

業績四半期推移（事業別受注⾼・事業別売上⾼）

事業別受注⾼ 事業別売上⾼
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47,643

59,895 63,373 63,516 61,133
68,465

6,640

9,061
9,561 13,991

8,035

10,168

54,283

68,956
72,935

77,508

69,169

78,633

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

15/3⽉期 16/3⽉期

デバイス事業 システム事業

（百万円）
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業績四半期推移（デバイス事業：品⽬別売上⾼）

7,993 8,379 9,787 10,453 9,555 10,033
944 802 862 878 789 7686,363 5,663 5,770

8,700
6,070 5,078

3,246 3,787
5,065

5,194
3,935 4,756

18,723

28,638
31,329

28,415
29,790

36,7114,794

4,387

2,677 2,730
2,724

2,962

5,537

7,962
7,740 6,775

8,138

7,960

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

15/3⽉期 16/3⽉期

電⼦部品

カスタムIC

特定⽤途IC

マイクロプロセッサ

メモリーIC

標準ロジックIC

アナログIC

（百万円）

47,643

59,895
63,373 63,516

61,133

68,465
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業績四半期推移（システム事業：品⽬別売上⾼）

501 1,039 1,276 1,839
544 1,230

2,935
3,869 3,289

4,784

2,569

4,057402

98 324

494

72

321

584

893 762

1,583

1,053

909
2,218

3,161 3,912

5,291

3,799

3,651
6,640

9,061
9,561

13,991

8,035

10,168

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

15/3⽉期 16/3⽉期

医⽤機器

レーザ機器

科学機器

試験計測機器

航空宇宙機器

（百万円）
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本資料お取扱い上のご注意

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在⼊⼿している情報及び合理的で
あると判断する⼀定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な重要な要素により異なる可能性が
ありますことをご承知おきください。

丸⽂株式会社 経営企画部
TEL 03-3639-3010
E-mail ir@marubun.co.jp

本資料に関するお問い合わせ
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